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このマークがついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

社協のできごと
6/12　ふれあい電話訪問員研修会・連絡会議開催

６/23　心配ごと相談員研修会開催

６/17　親子ボランティアスクール

６月12日 ( 月 ) さわやかセンターにおいて、ふれあい電話訪問員の研修会と連絡会議を行いまし
た。研修には、is-assist（イズアシスト）株式会社代表取締役の中山晋氏を講師にお招きし、「高
齢者の方のメンタルヘルス」についてお話いただきました。加齢に伴う心身の変化、楽しく会話
することが脳機能の活性化につながることなどについて学び、これからの一層のサービス向上に
努めていきたいと思います。
☆ふれあい電話は、登録された利用者の方へ、ボランティアの訪問員が月に一回程度、火曜日と
木曜日の午後に電話での訪問を行っています。

今回の研修会は、アイスブレイクに始まり、ロールプレイング、グルー
プ討議と 2時間半にわたり、相談員12名が参加しました。
定期的に研修会を行い、町民の皆さんの多岐にわたる相談に応じ適
切な助言、関係機関への紹介等の支援を目的に活動しています。

本事業は、社会福祉やボランティアについてふれる
ことで、子どもたちが「福祉」について考えるきっ
かけをつくることを目的として実施しています。
今回は『ものの見え方と盲導犬のお仕事について学
ぼう』をテーマに、視覚の障害や生活の工夫、盲導
犬の一生や仕事内容についてのお話のほか、アイマ
スクをつけての体験歩行を行いました。
「盲導犬とユーザーはどうやって歩いているの？」「目
の見えない人・見えにくい人って？」「自分たちにで
きることは？」など、盲導犬の仕事や訓練のお話の
ほか、盲導犬ユーザーが困っている時の声掛けの方
法などを学びました。

・おおむね 65歳以上のひとり暮らしの方が対象
・個人情報、プライバシーも秘密厳守で安心
・無料でご利用いただけます

「季節のこと」「日々の出来事」
「故郷のこと」や、たまには「愚痴」等々…も
なんでも好きなことをお話し下さい

☆利用方法　お住いの地区の民生委員さん、または社会福祉協議会までお問い合わせください。

心配ごと相談　予約不要
　・相談日　毎週水曜日　13:00 ～ 16:00
　　　　　　（受付）　12:30 ～ 15:30
　・場　所　総合保健福祉会館（さわやかセンター）
弁護士相談　＊要予約
　・相談日　毎月第一水曜日　13:00 ～ 15:30
　・毎週水曜日の心配ごと相談にて予約していただけます

社協会費
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このマークがついている事業は社協会費が活用されています。
社協会費

社協のできごと
中学生いきいき介護教室

敬老の日を迎えられました皆様、誠におめでとうございます。
対象者の皆様※には、町からお祝いの品として、コンビニエンスストアなどで利
用できるクオカード 1,000円分を送付いたしましたので、ご活用いただければ幸
いです。
また、下記の敬老会表彰者の皆様には、町からの表彰者記念品を区長の皆様のご
協力をいただき、贈呈させていただきました。
対象者の皆様には、いつまでもお健やかに過ごされますことをお祈りいたしま
す。

※�75歳以上の方（75歳は当該年度中（４月１日～３月31日までの間）に 75歳
になる方）で、令和５年８月１日現在阿見町に住民登録のある方

令和５年度敬老対象者（75歳以上）　7,752名
令和５年８月１日現在

敬　老　会
表　彰　者
内　　　訳

米寿
88歳 100歳 101歳以上

初高砂夫妻
80歳以上

249名 15名 23名 147組

【令和 5年度　阿見町敬老会事業　敬老記念品の贈呈について】

第1回　7/25　『ボランティア講座～やってみようボランティア～』
　　　　講師：茨城キリスト教大学　兼任講師　池田幸也先生
ボランティア活動とは、自分の意思で誰かを支えるために進んでする活動です。「ボランティア
に関心がある」「ボランティアをやってみたい」と考えている皆さんが参加され、自分たちの興
味があることがどのようなボランティア活動につながるかについて考えました。

第2回　7/26　『高齢者の心と身体について学んでみよう』
　　　　講師：茨城県立医療大学　看護学科　本村美和先生、斉藤瑛梨先生
疑似体験を通して高齢者の心や身体の変化について学び、相手の気持や立場を理解し、寄り添っ
て接することの大切さを学びました。また、認知症について学び、自分たちができることについ
て考えました。

第3回　8/1　『人の役に立つ仕事とみんなの未来～福祉の仕事を中心に～』
　　　　講師：茨城キリスト教大学　兼任講師　池田幸也先生
　※中止となりました。参加を予定されていた方には講座の資料を送付しました。
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このマークがついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

【問い合わせ】
887-8124（平日８：30～ 17：15）

地域包括支援センター
地域包括支援センターは高齢者に関する介護・福祉など総合的な相談に応じる機関です。保健師、
社会福祉士、主任ケアマネジャー等が中心となり活動しています。

毎日の生活の中で不安なこと、
地域包括支援係にご相談ください！

相談したいことはありませんか？

要支援１・２と認定された方や事業対象者の方の生活や
介護予防についての相談、介護予防ケアプラン作成・支
援などを行います。

高齢者が尊厳ある生活を送ることができるよう虐待を早
期に発見するなど、高齢者の権利を守り安心して生活で
きるよう支援します。

地域包括支援係では、高齢者福祉、子育て支援、権利擁護に関するこれらの
３つの事業を、一体的に連携をとりながら取り組んでいます。

認知症あんしん
ガイドはコチラから

家庭における介護方法を学んでいただくための介護教室
や介護者同士の交流事業を開催しています。

高齢者やご家族、地域住民からの介護や福祉に関する相
談や日常生活のさまざまな問題に対応します。

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らすことができる
よう、さまざまな関係機関とのネットワークづくりや支
援体制の構築に力を入れています。

認知症相談会、認知症サポーター養成講座、認知症初期
集中支援チームなど、認知症についての理解を広げ支え
るさまざまな取り組みを行っています。

お気軽に
ご連絡ください！

介護予防や健康

権利を守ること

介護者への支援

介護や福祉の相談

地域包括ケアをめざして

認知症への取り組み
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このマークがついている事業は社協会費が活用されています。
社協会費

ひまわりサービス

日常生活自立支援事業

利用できる方
認知症、知的障害、精神障害などにより判断能力が低下し、
福祉サービスの利用手続きやお金の管理をひとりで行う
には不安のある方が対象になります。

ひまわりサービスは、町民同士の助け合いによる会員制の福祉サービスです。
高齢者や障害のある方などに簡単な家事のお手伝いをする「在宅福祉サービス」と、子育ての
お手伝いをする「ファミリー・サポート」があります。

毎日の生活の中で不安なこと、
地域包括支援係にご相談ください！

相談したいことはありませんか？

毎日の暮らしのなかにはいろいろな不安や疑問、判断に迷ってしまうことがたくさんあります。
日常生活自立支援事業は、このような場合に福祉サービスの利用手続きや金銭管理のお手伝い
をして、あなたが生き生きと安心して暮らせるようにサポートします。

在宅福祉サービス ファミリー・サポート

サービス内容
・食事の支度、買い物
・衣類の洗濯、住居の掃除
・通院付き添い　など

・お子さんの預かり（首がすわってから）
・�保育施設等への送迎（徒歩または公共
交通機関を利用）

・産前産後の家事援助　など

利用できる方
（利用会員）

・おおむね 65歳以上の高齢者
・障害がある方
・ひとり親家庭

・�小学校６年までのお子さんを持つ保護
者、妊産婦

協力してくれる方
（協力会員）

・町内に住所を有する、所定の研修を修了した 75歳以下の方
・心身とも健康で、サービスに対して理解と熱意のある方

利用時間 ７：00～ 19：00 ７：00～ 21：00

料　金 １時間　600円 １時間　400円

その他 事前の会員登録が必要です（登録無料）。ご利用を希望される方は
ひまわりサービスセンターにご連絡ください。

協力会員募集中！
協力会員として活動していただける方を募集しています。助け合い活動に興味
のある方、詳しく内容を知りたい方、是非お気軽にお問い合わせください !
【報酬】　　在宅福祉サービス　600円／時間
　　　　　ファミリー・サポート　800円～／時間
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このマークがついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

社協事業案内

生活支援体制整備事業

居宅介護支援事業所
介護が必要となっても尊厳を保ちながら、能力に応じて日常生活をおくるには、家族だけでなく
周囲の支援が欠かせません。
介護保険サービスを適切に使って、本人、家族の負担を軽減していきましょう。
阿見社協ではケアマネジャーが利用者主体、自立支援の理念で在宅介護を支えています。
また、阿見町地域包括支援センター（高齢者総合相談窓口）が隣室にあり、必要時に連携がとり
やすくなっています。

・介護保険の説明　・要介護認定の申請手続きの代行
・居宅サービス計画書 ( ケアプラン ) の作成　
・介護サービス事業所との連絡調整
・介護に対する悩み相談　アドバイス　など

※１　生活支援コーディネーターとは
　　　地域での互助活動を推進していくための調整役です。
※２　協議体とは
　　　�地域の困りごとや町民同士の支えあい活動について話し合う場です。阿見町では県立医療大学の先生

方にもご協力いただいております。

この事業では生活支援コー
ディネーター（※１）が町民
の皆さんと一緒に「地域にあっ
たらいいな」と思うことを考
え、皆さんの「何かやりたい」
という気持ちを応援します。

阿見町での
取組み

ケアリーダー養成講座
（阿見町・医療大学連携事業）

ケアリーダー会
（第2層協議体※2）

ケアマネジャーへの相談は無料です
問い合わせ　887‒9234（直通）　　kaigo@amishakyo.or.jp 

皆さんのご参加お待ちしております！
問い合わせ　887‒8124

ひとり暮らし世帯や高齢者世帯など、支援を必要とする高齢者が増加する中、生活支援の必要性
が増えています。高齢の方などが住み慣れた地域で、安心していきいきと暮らしていけるよう、
町民の皆さんと「できそうなこと・やってみたいこと」を考えて、住みよい街をつくっていこう
という事業です。
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このマークがついている事業は社協会費が活用されています。
社協会費

ありがとうコーナー

丸和バイオケミカル株式会社様より寄附をいただきました
令和５年７月３日、丸和バイオケミカル株式会社様より、法人で取り組んでおられる社会貢献
活動の一環として、昨年度に引き続き、町子ども食堂運営団体等、子ども達への支援に対して、
200万円の寄附をいただきました。
未来ある子ども達への支援のために有効に活用させていただきます。誠にありがとうございま
した。

赤い羽根共同募金運動がはじまりました

共同募金運動は、1947（昭和22）年に「国民たすけあい運動」
として始まって以来、赤い羽根募金として広く定着し、今年も 10
月１日から全国一斉に運動が展開されます。皆さまからお寄せい
ただいた募金は、子ども達、高齢者、障害のある方への支援や民
間団体の活動支援など、町内のさまざまな福祉活動に役立てられ
ています。また 12月１日からは歳末たすけあい募金運動がはじま
ります。寄付者の皆さまと、募金ボランティアの皆さまのご協力
によって「じぶんの町を良くするしくみ。」は推進されています。
引き続き赤い羽根共同募金運動へのご支援ご協力を、どうぞよろ
しくお願いいたします。

10月１日（日）に町内商業施設にて街
頭募金を行いました。募金にご協力い
ただき、誠にありがとうございました。

阿見町共同募金委員会では、身近に募金に協力していただける一つ
の方法として、さわやかセンター１階に「カプセルトイ」を設置し
ました。
「カプセルトイ」は１回100円で、カプセルの中には赤い羽根共同募
金オリジナルグッズなどが入っています。10月から３か月間設置し
ますので、皆さまのご協力をお待ちしています！

一般募金10月１日～ 12月31日　歳末募金12月１日～ 12月31日

「カプセルトイ募金」のご案内

じぶんの町を良くするしくみ。

社協からのお知らせ
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愛の募金箱を設置していた
だけるお店、事業所を募集
しています。
常設のほか、イベント等での
期間限定での設置も可能です。
関心をお持ちいただけた方は、
どうぞお気軽にご連絡ください！

★この広報紙は「社協会費」「赤い羽根共同募金」を財源として発行しています。

ありがとうコーナー

心配ごと相談（予約不要）

相談日 毎週水曜日

時 間 13：00～ 16：00
（受付　12：30～ 15：30）

場 所 阿見町総合保健福祉会館
（さわやかセンター）

弁護士相談（要予約）

相談日 毎月第1水曜日（月1回）

時 間 13：00～ 15：30

毎週水曜日の心配ごと相談にて事前にお話しを伺
い、弁護士相談が必要な場合に予約となります。

福祉相談・介護相談・ボランティア相談

常時受け付けています。それぞれの担当者が親身
になって相談をお受けいたします。お気軽にご相
談ください。

【問い合わせ】887-0084

阿見社協の情報については、
ホームページもご覧ください
社協の最新情報や、グループホームの
利用状況などがご覧いただけます。
http://www.amishakyo.or.jp/

総合相談

ご協力ありがとうございます。
令和５年６月１日～８月31日（敬称略）

小料理ゆき 23,595円
クオカード　1,000円分

大きなかぶ直売所 30,000円

匿名 口腔ケアスポンジブラシ
お口潤うジェル

匿名 未使用切手、未使用はがき

故　加藤　ヰツ
記念硬貨300円
外国銭・外国切手
古銭

丸和バイオケミカル株式会社 2,000,000円

匿名 未使用切手、未使用はがき

まい・あみ・まつり実行委員会
パレード神輿部会 OS-1、飲料

匿名 未使用はがき

匿名 オムツ、尿取りパッド

匿名 玄米　90kg

柳川
口内スポンジ、口内ジェル
肌着、おしりふき
防水シーツ、パッド

匿名 ライフリーあんしん
尿とりパッド

NPO法人　心と絆 車イス２台、玄米90kg

匿名 リハビリパンツ

ふれあい卓球広場 NPO法人　いろどり

阿見町役場　生活環境課 株式会社　オーシャン

株式会社　柏崎工務店 阿見町役場　町民課

株式会社　大和 根本　敏夫

匿名　10名

阿見町善意銀行

使用済み切手・書き損じ葉書収集

声の「しゃきょうだより」を聞いてみませんか？
視覚に障害のある方や、文字を読むことが困難な方の
ために、音訳CDをお渡しします。必要な方はお問い
合わせください。
※CDはボランティアサークル「阿見朗読の会」の皆さん
によって作成されています。


